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平成26年度 日本脊椎脊髄病学会

第 9回 Asia Trave‖ ing Fe‖ owship紀行記―香港・インドネシアを訪ねて一

野 村  裕
広島赤十字・原爆病院整形外科

岡 田英 次朗

東京都済生会中央病院整形外科

香港大学 Queen Mar)HOspital
(2014年 11月 22日 -28日 )

中国の特別行政区である香港の香港大学 QuCCn
Mary Hospitalを 訪開 |ン ました 香港は人口700万 人超
の人都市で.街中のみならず.大学病院も多くの患者
さんで 1ヽ ィ,ばいでした :病 院内は病棟、も手術室も広

く.近代的な印象を受けました 手術は Wu先生執刀
の `1症例を見学させて頂きました 1也施設で手術を受

けた思者さんのサルベーージ手術が多く |「 易度の高い

■:例 ばかりでしたが.wu先生は |卜 ||:‖千作が i享なた
め術中出 ||‖ が少ないことに感‖羹|、 ,た ´ました 1口 |「

'中は Luk教授や Chcung教授から鋭、■ilFが央語で次々

と,|ミ んでくるので '常に緊il長 まう111´ =~[、
,ま した 医

師もコメデ イカ '′ も莫Fl t'三 註
―r スタ ー,同■J)会

話やオーター、ま全
~〔
た言「 て行t.=・〕一ケ〔 '」者さ

んに|ま広東語で侵 ´く話
|´

千 .~~〔 |‐ ました 香1巷大学
は特発性側彎りl11[tiする ftllcrum bcnding radiograph.

で知あれており,多 くの脊1主変形の意者さんがいまし
た 側彎カーフの柔軟性をレントゲンで詳 しく分li
し,で きる限り短い固定範囲で且つ少ない椎弓根スク

リューで矯正を行うことにこだわる姿勢は.われわれ

にとって斬新で勉強になりました 最終日に.大学ス
タッフの方々ン

^ヽ、、日本での臨床研究を発表する機会を」頁

き 貯村は円筒レトラクターを用いた顕微鏡下腰椎除
圧術の手術成績を 1司 円は頚椎 MRIの 長期縦断研究
を発表しま |ン た 特に 類椎椎問板の研究へ関心を寄
せて頂き Luk教授から香港大学との共同研究を提案
されました Qtlccn Mar)Hospitalへ は中日本土からの

「cHOwも 多く研修 |[来 てお |り  滞在中その先生たちと
も仲良くな |,ま した そのなかで.同 じ中国であるに
も関わらず.香港と中[「1本上では保険ンステムや医療
事情が大きく異なることを教ぇてもらいました

香港は世界的に有名な観 )lι都 ||」 で丁 ビクトリア

図 1 1香港大学 Queen Mary Hospitalに て

前列左か ら 2番 目よりLuk教授,野村,岡 田
Chcung教授

ピークから見渡す百万 ドルの眺望や九龍半島からの幻

想的な夜景はわれわれにとって忘れることのできない

思い出となりました 訪問時は普通選挙を求める学生
運動の真最中で, この運動は連日世界中で報道されて

いました.辛亥革命を成し遂げた孫文を輩出した香港
大学医学部らしく,キ ャンパス内でも盛んに運動して
いました.改めて中国が一つの政党に支配されている

国家であることと,多 くの若者は真の自由を求めてい

ることを感じました.

アイルランガ大学

(2014年 12月 8日 -13日 )

12月 に訪問したにも関わらず, 日中は30度を超す暑

さと,街に溢れる人の多さにとても驚きました.大学
のあるスラバヤはインドネシア第二の都市ですが,公
共の交通手段がほとんど無いためにバイクによる外傷

症例が多く,ス ラバヤだけで日に10件以上の開放骨折

の患者さんが搬送されるとのことでした.ま た病棟
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